
 

第 49回消防業務研究発表会を開催 

 
７月４日（火）に金沢市消防局において、第 49 回消防業務研究発表会が開催されま

した。 

消防業務研究発表会とは、消防職員が創意工夫と創造力を発揮して消防業務の改善や

機器等の開発に向けて研究し、その成果を発表するものです。 

本発表会は昭和 50 年から毎年開催しており、今年で 49 回目を迎えました。 

 今年は 15 作品の発表が行われ、その中から駅西消防署の岡島佑樹消防士長が発表し

た「吸引器のカテーテルストレージの開発について」が最優秀賞に選ばれました。 

この最優秀賞作品と優秀賞に選ばれた駅西消防署の植村篤十消防士が発表した「ＰＡ

連携出動時における消防隊員の資格識別方法の考案について」、中央消防署の中川 拓

消防士が発表した「消火栓蓋開閉時の受傷防止器具の開発について」が、「第 63 回全国

消防長会東近畿支部消防研究会」（書面審査）に推薦されることになりました。 

 

最優秀賞【岡島祐樹消防士長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優秀賞【植村篤十消防士】        優秀賞【中川 拓消防士】 

 

 

 

 


